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① 事業概要 

□障害等を理由に、通常の劇場環境に馴染むことが困難な方やその家族が、よりリラック

スした環境で鑑賞を楽しめるよう配慮した公演を行う。 

□対象は障害者を中心とするが、幅広い方が鑑賞できる上質な舞台芸術を提供するととも

に、劇場環境や料金設定を工夫することで、普段劇場に訪れることに対してハードルを感

じておられる方も、鑑賞しやすい公演とする。 

 

 

 対象者 

障害者、生活困窮者、子育て世帯、高齢者等 

※通常の劇場の公演環境に馴染めない方。特に障害者 

 

 

 現状・背景 

□文化ホールでは、これまでから上質な文化鑑賞の機会を提供してきたが、障害者、生活困

窮者等に配慮した公演や事業が行われていない。 

□「文化芸術推進基本計画」では、文化ホールが社会包摂の機能等を有することから、教育、

福祉、医療機関等と連携し、様々な社会的課題を解決する場としての役割を果たすことを

求めている。 

□「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律」では、文化芸術活動を通じた障害者の

個性と能力の発揮及び社会参加の促進を図ることを求めている。 

□市の文化施策として文化活動に参加する機会が十分ではない高齢者、障害者等に向けた

事業が不足。 

□障害者の中には、通常の劇場の公演環境に馴染むことが難しい方もおられる。 

□生活困窮者等の中には、高額なチケット代を支払うことが難しい方もおられる。 

 

 

 目的 

□通常の劇場環境に馴染めない方に向け、気軽に舞台芸術を鑑賞することができる機会を

提供することで、誰もが文化に触れる機会の充実を図り、心の豊かさ及びふるさと意識の

醸成をはかる。 
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□誰にでも優しい劇場環境を創出し、障害者だけでなく、子育て世代、生活困窮者等に加え、

一般の方にも鑑賞いただける公演とすることで、誰もが文化に触れる機会を充実させる

とともに、配慮が必要な方への理解を広め、個々の多様性を受け入れる優しい社会づくり

の一助とする。 

□必要な配慮をスタッフが学ぶことにより、スタッフの育成および利用者の利便性の向上

を図り、文化ホールの機能向上につなげる。 

 

 

 文化振興計画の位置づけ 

□文化施設の活用および充実〔施策 2〕 

□高齢者、障害者等の文化活動の充実〔施策 6〕 

□文化によるまちづくりの推進〔施策 8〕 

 

 

 課題、検討事項 

□公演のジャンル 

 ⇒ミュージカル、コンサート等広く観衆を集めることができるもの。質が高く、大衆受け

するもの。クレアホールの強みを生かすならミュージカル 

 

□障害者、乳幼児等への必要な配慮 

⇒車いす席の増席、ベビーカー置き場、介護福祉士・看護師の配置、託児、出入口の導線、

照明、音量の配慮、休憩エリアの設置、介助者の入場料無料など 

  一般の方と区別されることに抵抗感を感じる方がいる他、対象を限定されることでそ

の方の持つ背景が見えてしまうこともある（特に生活困窮者）。 

 

□障害者や乳幼児、一般層など背景が異なる鑑賞者の相互理解を深める方法 

 ⇒チラシ等への趣旨の記載による事前周知の徹底や、当日のアナウンスなどを検討 

 

□有効なＰＲ方法 

 ⇒実施する施設における周知や、市からの通知や訪問の際に合わせて広報することが効

果的。 

 

□開催する場所 

⇒舞台設備、出入口への導線、車いす席（6 席）が整っており、座席が多いクレアホール

（668 席） 



□公演の回数 

 ⇒連続公演のうち一公演を対象とする（一般向け＋リラックスド・パフォーマンス） 

 

□妥当なチケットの値段 

⇒1,000 円～通常公演の半額程度。 

 

□通常の公演形態で鑑賞したい方への支援 

⇒チケット代の一部補助や、スポンサーの寄付による劇場への招待制度も検討。 

  障害者割引、生活困窮者割引も 

 

 

 先進地事例 

①リラックスパフォーマンス（文化庁、スターダンスバレエ団） 

□開催時期  ：2 月～3 月に 2 回。日曜日 14：00～16：00 

□開催場所  ：富山市芸術文化ホール、滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 

□プラグラム ：バレエ 

□チケット料金：通常 9,500 円（S 席）⇒4,000 円、6,500 円（A 席）⇒3,000 円と半額以下。 

 

普通のバレエ公演より少しだけリラックスした雰囲気の中、自閉症や ADHD の症状などに

よりちょっとした支えを必要とする方々や、バレエ鑑賞が初めてのお子様も、構えずにリラ

ックスして鑑賞を楽しんでいただくもの。「通常の劇場マナーは苦手」「もっと気楽に楽しみ

たい」という一般の方の来場も歓迎。上演中に外に出る通路の確保、照明を完全に暗くしな

い、音のボリュームに注意する等の配慮を行っている。 

 

②オープン・シアター・コンサート（可児市文化創造センター） 

□開催時期  ：6 月に１回 2 公演。平日 10：30～、13：45～ 各 45 分 

□開催場所  ：可児市文化創造センター 

□プログラム ：クラシック 

□チケット料金：指定席 500 円。のびのび鑑賞席 500 円※客席前方のエリアをカーペット敷 

        介助が必要な方の付添 1 名は無料。 

 

障害のある方、小さなお子様など、普段劇場に行くことが難しい方でも安心して楽しめる誰

にでもオープンな新日本フィルハーモニー交響楽団によるクラシックコンサート。カーペ

ットの上でゆっくりできたり、車いす席も多数確保。 

  


